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沖縄県石垣島初記録のナミダカワウツボ

和田昇己 1・日比野友亮 2

A specimen of Echidna rhodochilus Bleeker, 1863 (Muraeni-
dae), distributed from the eastern Indian and the western Pacific 
oceans, was collected from Ishigaki-jima island, Yaeyama Is-
lands of Ryukyu Archpelago, Okinawa Prefecture, Japan. This 
species has only been recorded in Japan from Iriomote-jima and 
Okinawa-jima islands, both in Okinawa Prefecture. Therefore, 
the specimen described here represents the first record of E. rho-
dochilus from Ishigaki-jima island.
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 Abstract

ナミダカワウツボ Echidna rhodochilus Bleeker, 1863は， 

河川汽水域に生息するウツボ科魚類であり，国内では沖縄

県の沖縄島と西表島から報告されているほか，国外では東

インド洋と西太平洋の熱帯地域に生息している（Huang et 

al., 2021）．本種は IUCN国際自然保護連合のレッドリスト

では低懸念（Least Concern）と評価され，必ずしも絶滅リ

スクが高くはないが（McCosker et al., 2022），国内におけ

る分布は極めて局所的であり，現在報告されている生息地

は生息環境が著しく悪化しつつあることから，沖縄県と環

境省のレッドデータブックで絶滅危惧 IA類に選定されて

いる（瀬能，2015；立原，2017；環境省，2020）．

2023年 3月 4日に沖縄県石垣島において，ナミダカワ

ウツボの小型個体が採集された．これは沖縄県における 3

島目の記録であり，本標本は石垣島における初記録となる．

また，本種の生息環境に関する知見は保全上で有益である

と考えられるため，ここに報告する．

材料と方法
採集した標本は安息香酸メチルを適量加えた淡水中で

麻酔後，10%ホルマリン溶液で固定し，その後 70%エ

タノールに置換し固定標本とした．標本の計数・計測は

Böhlke (1989）に従ったが，歯の計測については魚体が小

さく解剖の必要があったため行わなかった．体各部をデ

ジタルノギスにより 0.1 mmまで計測した．全長は TLと

表記した．尾鰭鰭条と脊椎骨の計数は軟エックス線写真の

撮影により行った．色の名称は財団法人日本色彩研究所

（1997）にしたがった．本研究で用いた標本は北九州市立

自然史・歴史博物館（KMNH）に登録・保管されている．

なお，本調査地点において高い採集圧とそれに伴う環境負

荷がかかることを懸念し，本報告では詳細な調査地点の公

表は控えた．

Echidna rhodochilus Bleeker, 1863

ナミダカワウツボ
（Figs. 1, 2; Table 1）

標本　KMNH VR 100485，81.6 mm TL，沖縄県石垣島

小河川，手網，2023年 3月 4日，和田昇己採集．

記載　計数と計測形質を Table 1 に示す．体は長く，よ

く側扁し，側扁の程度は尾部に向かうにつれ強くなる．肛

門は体の中央よりもわずかに前方に位置する．吻は短く，

丸く鈍い．吻端は下顎前端とほぼ同じ位置にあるが，吻端

の方がわずかに前方に突出する．前鼻孔は管状で短く，吻

端にある．後鼻孔は眼の前縁上方にある．眼はやや大きく，

上顎中央付近に位置する．口は端位で完全に閉じられる．

鰓孔開口部はほぼ水平で，体側中央よりわずかに下方に位

置し，開孔径は眼径よりわずかに短い．頭部側線管開孔部

は明瞭で，眼上感覚管孔は 3個，眼下感覚管孔は 4 個，下

顎感覚管孔は 6個，鰓部感覚管孔は 1個．背鰭はやや低く，

始部は鰓孔の真上付近に位置する．臀鰭は背鰭より低く，

その起部は肛門の直後にある．尾鰭の後縁は丸みを帯び，

背鰭および臀鰭と連続する．
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色彩　色彩の記載は生時の写真（Fig. 1A），目視観察，

麻酔直後の写真（Figs. 1B, C, 2），および固定標本の写真

（Fig. 1D）に基づく．生時の体色は一様に赤褐色で，体表

の粘液がわずかに緑みを帯びる．眼の下方の上唇部と下唇

部に半透明の白色斑がある．下唇部の白色斑は後方に延長

し，口角をわずかに越える．眼の前縁には細い白色の縁取

りがあり，虹彩は黒く，瞳孔の周囲は金色に縁どられる．

後鼻孔と頭部側線管の開孔部は明瞭に白く縁どられる．麻

酔直後の体色は生時と比較すると粘液の緑色がほぼわから

なくなり，赤みが退色して黄褐色に変化する．頭部後端か

ら尾部にかけて極めて不明瞭な暗色横帯が現れる．体色の

退色に伴って両唇の白色斑のコントラストが弱まり不明瞭

になるが，斑紋と地色との境界は黒色素胞の有無によって

明確に視認できる（Fig. 2）．固定標本では退色がさらに進

むが，両唇の白色斑と麻酔時にみられた体側の暗色横帯は

Fig. 1.  Photographs of Echidna rhodochilus, Ishigaki-jima island, Okinawa Prefecture, Japan. A: live condition; B: under anesthesia 
on black background; C: under anesthesia on white background; D: preserved specimen (KMNH VR 100485, 81.6 mm TL).

Fig. 2.  White blotches around corner of mouth (black arrows) 
of Echidna  rhodochilus in under anesthesia (KMNH VR 
100485, 81.6 mm TL).

KNMH VR 100485
Total length (TL; mm) 81.6
As % of TL

Head length 10.9 
Trunk length 34.9 
Tail length 54.3 
Predorsal length 7.1 
Preanal length 47.1 
Body depth at gill opening 6.6 
Body depth at mid anus 5.6 
Body width at gill opening 2.6 
Body width at mid anus 2.0 

As % of head length
Snout length 15.7
Eye diameter 11.2
Upper-jaw length 36.0
Lower-jaw length 33.7
Gill-opening length 9.0
Interorbital width 10.1

Counts
Abdominal vertebrae 62
Caudal vertebrae 62
Predosal vertebrae 12
Preanal vertebrae 52
Total vertebrae 124

Table 1. Counts and measurements of Echidna rhodochilus from 
Ishgaki-jima island, Okinawa Prefecture, Japan.
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わずかに残る．瞳孔の周囲にみられた金色の縁取りは完全

に消失する．体表面や鰭には一部黒変が生じた． 

分布　日本国外ではインドネシア，フィリピン，フィ
ジー，インド，台湾から報告されている（Bleeker, 1863, 

1864; Weber, 1913; Weber and de Beaufort, 1916; Herre, 1923, 

1934, 1953； 波 戸 岡 ほ か，1992; Arun Kumar et al., 2016; 

Huang et al., 2021）．日本国内では，沖縄県の西表島，沖縄島，

石垣島からの記録がある（波戸岡ほか，1992；沖縄防衛局，

2017；立原 , 2017；本研究）．

備考　本標本は 2023年 3月に，河川汽水域において干

潮時に手網を用いて採集された．生時の体色が一様な赤褐

色で体表の粘液がわずかに緑みを帯びていたこと，眼の下

から下顎後部にかけて一対の白色斑が存在すること，およ

び河川のマングローブ林で採集されたことがE. rhodochilus 

の識別的特徴および生態的特徴と一致したため本種に同

定された（波戸岡ほか，1992；瀬能，2015; Arun Kumar et 

al., 2016; Huang et al., 2021）．一方，国内における本種を記

した文献では麻酔時と固定後にみられた暗色横帯につい

ての言及はない（波戸岡ほか，1992；瀬能，2015；立原，

2017）．今回観察された標本は過去に観察された標本と比

較して小型であることから，暗色横帯の出現は小型個体特

有のもので大型個体ではみられない可能性がある．また，

ホルマリン固定時に体表面や鰭が一部黒変したことについ

ては，標本を観察した際に体表の粘液がはがれた部分が変

色したものと考えられる． 

国内におけるこれまでの本種の記録は西表島と沖縄島

のみで，西表島では 1988年に初めて捕獲されて以降断続

的に確認されているが，沖縄島では 2017年に 1個体が確

認されたのみである（波戸岡ほか，1992；吉郷，2014；沖

縄防衛局，2017；立原，2017）． 

本研究で得られた個体は河川下流部のマングローブ域

（河口からおよそ 200 m 上流に位置する感潮域上部；Fig. 

3）に投棄された漁網くずの中から第 1 著者により手網で

採集された．同河川で確認できたのは上記の 1個体のみで，

同地点ではクモマダラハゼ Ophiocara gigas Kobayashi and 

Sato, 2023，ウチワハゼ Mangarinus waterousi Herre, 1943，

ノボリハゼ Oligolepis acutipennis (Valenciennes, 1837)，アゴ

ヒゲハゼ Glossogobius bicirrhosus (Weber, 1894)が確認され

た．

本種の繁殖生態は明らかになっていないが，両側回遊

あるいは降河回遊的な生活史をもち，仔魚は海域でレプト

セファルス幼生として浮遊仔魚期を送ると考えられる（瀬

能，2015；立原，2017）．このような浮遊仔魚期を送る魚

類は黒潮などの海流に乗って分散することが知られてお

り，八重山諸島においては同じくウツボ科のコクハンカワ

ウツボを初め偶発的に来遊したと考えられる魚種が複数確

認されている（鈴木ほか，2002；加藤ほか，2020；波戸岡

ほか，2021）．今回記録された河川を含む石垣島の河川で

は過去に大規模な魚類調査が行われているが、本種は確認

されていない（神田ほか，2009）．このことから石垣島に

おける本種の出現は稀であり，より南方から偶発的に来遊

した可能性が高いと考えられる．しかしながら，八重山諸

島では偶発的に来遊したと考えられる魚種が最終的に定着

した事例が複数知られている（鈴木ほか，2002；加藤ほか，

2020）．本種は石垣島に隣接する西表島では複数標本が得

られている他（波戸岡ほか，1992），石垣島では近年，テッ

ポウウオやブナガヤボウズハゼなど，偶発的に来遊したと

考えられる魚種が発見される事例が相次いでいることから

（赤池・本村，2022；清水，2023），今後石垣島に本種が定

着する可能性は十分に考えられる．日本国内において本種

は絶滅が危惧されるほど生息地点が局所的で，個体数も多

いとは言い難いことから，保全生物学的観点から本種の動

態を注視していく必要があるだろう．

なお，本種は東南アジア産と考えられる個体が国内で

観賞魚として流通しており，今回の石垣島の例も含め国内

自然下での出現が飼育個体の導入によるものである可能性

を完全には否定できない．しかし，導入を強く示唆する証

拠が存在しないことから本稿ではこれらを自然分布とみな

した．
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